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記
念
館
に
陶
子
句
碑
建
立

「茶
曲
の
文
化
あ
り
」一員
　

橋

　

孝

　

一

「菊
薫
る
か
ぎ
り
茶
山
の
文
化
あ
り
」
―
。
去
る
十

一
月
十

一
日
、

菅
茶
山
記
念
館
の
前
庭
に
、
茶
山
を
詠
ん
だ
句
碑
が
建
立
さ
れ
、
盛
大

な
除
幕
式
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
句
碑
は
、
俳
句
結
社
青
芦
会
を
主
宰
す
る
ホ
ト
ト
ギ
ス
同
人
の

竹
下
陶
子
先
生

（八

一
）
＝
福
山
市
東
川
回
町
――
が
、
平
成
十
年

（
一

九
九
八
）
、
茶
山
生
誕
二
百
五
十
年
祭
で
献
句
さ
れ
た
句
で
、
竹
下
先

生
の
揮
竃
の
句
を
刻
ん
だ
黒
御
影
石
の
板
を
、
高
さ
約
二

・
四
メ
ー
ト

ル
の
御
影
石
の
二
本
の
柱
に
は
め
こ
ん
だ
句
碑
で
あ
る
。

こ
の
句
碑
は
、
竹
下
先
生
の
指
導
を
受
け
る
神
辺
笹
鳴
句
会
会
員
の

三
宅
香
さ
ん

（八
七
）
＝
神
辺
町
川
北
――
が
、
竹
下
先
生
へ
の
感
謝
を

こ
め
て
建
立
を
思
い
立
ち
、
同
句
会
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
も
の
で
、

菊
花
香
る
中
、
竹
下
先
生
、
三
宅
さ
ん
ら
関
係
者
に
よ
っ
て
除
幕
さ
れ

た
。竹
下
先
生
は
新
聞
の
俳
壇
の
選
者
を
三
十
年
近
く
も
務
め
ら
れ
て
お

り
、
「
菊
花
に
日
本
文
化
を
象
徴
さ
せ
て
茶
山
先
生
の
遺
徳
を
偲
ん
だ

句
で
、
茶
山
先
生
の
座
像
の
そ
ば
に
設
置
し
て
い
た
だ
き
、
こ
れ
以
上

の
喜
び
は
な
い
。」
と
、
そ
の
喜
び
を
語
ら
れ
て
い
る
。

茶
山
座
像
と
句
碑
を
眺
め
て
い
る
と
、
「
菊
薫
る
か
ぎ
り
茶
山
の
文

化
あ
り
」
…
こ
れ
こ
そ
、
茶
山
先
生
自
身
が
お

っ
し
ゃ
り
た
か

っ
た
こ

と
で
は
な
か
ろ
う
か
、
陶
子
先
生
は
そ
れ
を
代
弁
し
て
く
だ
さ

っ
た
の

で
あ
ろ
う
か
、
と
、
そ
ん
な
想
い
が
し
て
く
る
。

そ
こ
で
私
も
迷
句
を

一
句

「
茶
山
あ
る
か
ぎ
り
神
辺
の
文
化
あ
り
」

（菅
茶
山
遺
芳
顕
彰
会
会
長
）
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